







The characteristic of the child who likes making things 
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ると，高橋らは，1988 年から 2009 年の約 20 年の間に，子どもの生活技術が非常に低下していると




















る。第 5学年でものづくりの意識が低下する要因にも第 3学年までのものづくりの経験や，もの 
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〈方法〉【期間】平成 25 年 4 月～平成 25 年 7月 
【対象】・聞き取り調査：工作教室参加児童（小学校第 4 学年男子 1名，第 5学年男子 1名）， A
児童館来館児童（小学校第 6学年女子 2名，第 5学年女子 1名，第 3 学年女子 1名） 
・観察調査：T 小学校児童（第 1学年女子 2名，男子 1名，第 2学年女子 1名，男子 1名），ものづ
くりクラブ参加児童（小学校第 2学年男子 1名，第 4 学年女子 1名） 
・下学年の児童の保護者への（家庭における児童のものづくり活動に関する）質問紙調査：T小学
校第 1学年～第 3学年の児童の保護者 
【内容】・聞き取り調査：ものづくりが好きな児童に対し，家庭での環境やものづくり経験につい
て調査を行った。聞き取り項目は，基本項目（4項目），ものづくり経験（7項目），作品について（5




との関わり(2 項目)作品（2項目）の計 15 項目である。 
・下学年の児童の保護者への（家庭における児童のものづくり活動に関する）質問紙調査：下学年
の児童の家庭におけるものづくり活動について調査を行なった。質問項目は児童の意識・経験(6 項
目)，児童の興味・関心(4 項目)，製作の様子(5 項目)，作品の扱い方(3 項目)，物的環境(4 項目)，
子どもの人的環境への関わり(3 項目)，家族の児童への関わり(4 項目)，保護者の意識(4 項目)，計









〈方法〉【期間】平成 25 年 10 月～11 月 【対象】 M 小学校第 1 学年から第 3 学年の児童各学年男
女 1 名 計 6 名 【記録方法】作業行動と言語活動をビデオカメラ(4 台)とフィールドノーツによ
り収録。調査者は TA として授業に参加した。 【製作物の決定】工作教室での子どもたちへのうけ
のよさ，製作難易度を検討し決定 【抽出方法】①保護者評価：家庭の活動より。②児童自己評価：
ものづくり意識調査より。③担任評価：日頃の観察より。3 評価，全てに該当した場合をものづく
りが好き児童とし，各学年 2名(男女各 1 名)抽出。【観察項目】観察項目は製作過程(7 項目)，他者





 2 デザインの決定の際，何かを参考にするか 
3 失敗時の対処 
 4 作業工程が分らなくなった時の対処 
 5 製作時のプライベートスピーチ 
6 製作物完成まで製作を行うか 
 7 片づけを行なっているか 
Ⅱ.他者との関わり 
 8 他児童との関わり 
 9 教師との関わり 
Ⅲ.作品 
 10 作品に対する意識 





第 1 学年製作物 シュート棒 第2学年製作物 スーパーマン 第 3学年製作物 パラシュート 
表 1 観察項目一覧 
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抽出したものづくりが好きな児童 6 人のうち，C 児（第 2 学年），D児（第 2 学年），E 児第（3 学





工程を十分理解していないと推察した。一方，第 2 学年と第 3 学年の児童は，失敗が認められなか
った。これは，作業工程を十分理解しており，失敗がなかったと推察した。 
 
表 2 A 児（第 1学年） 
 
表 3 B 児（第 1学年） 
T 合わせる場所が間違っていることを伝える（紙と紙の端を合わせて貼っている） 指導 
S 貼り直し始める。 修正 
裏返して裏側も貼っている。 作業 








S 「えっ。貼り直す？」 確認 
T 貼り直さなくても作れることを伝える 指導 















「やっぱり緑にしよ」などであった（表 5）。また，D 児（第 2 学年）のプライベートスピーチは，
「黄色にしようかな。緑。よし。これにしよう」，「かぶすの難しい」などであった（表 6）。こ
のことから，第 2 学年のプライベートスピーチは，作業失敗の修正や次に行なおうとする意思決定
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表 11 C 児（第 2 学年） 
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「5mm 難しいな」（定規を出さずに 5mm を考えている） 
観察 
 
表 13  E 児（第 3 学年） 
S 「もう 1回折る？」といって周りを見回し，他の児童がみんな一緒に折っている




















T：教師 S：児童 TA：調査者 O：他児童 太字：該当する児童の活動 
 
【9,教師との関わり】  







このことから，第 2 学年では，児童の方から教師に確認や指導を求めていることが分かった。E 児
（第 3 学年）を見ると，児童から「綺麗に出来た」と教師に作品を見せたり，「切込みって何処に










児童に指導や援助をおこなっているが，第 2 学年と第 3 学年では，児童から教師に確認や指導を求
めていた。このことから，第 2 学年では児童が自分の考えをもち，自己で点検を行うという作業の
力が備わってきていることが分かった。 
表 15  A 児（第 1 学年） 
 
表 16  B 児（第 1 学年） 




S 押さえてもらって切り始める   
 








T 「そう。そこに貼ります」 説明 
 









T 「テープ巻いたら？」 指導 




S 「えっ。はりなおす？」 確認 
T 貼り直さなくても作れることを伝える 指導 
S そのままでも作れると分りそのまま置いて前に移動する。 移動 
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表 19  E 児（第 3 学年） 
S 「先生ここのところに貼っていくんですか？」 確認 





































































〈方法〉【期間】平成 25 年 10 月～11 月 
【対象】M小学校第 1学年から第 3学年の児童の保護者 84 名（第 1学年 32 名，第 2 学年 24 名，第
3学年 28 名） 
〈回答方法〉自由記述及び「1．そうではない～5．そうである」の 5 件法で行った。 
〈質問項目質問項目〉児童の意識・経験(4 項目)，児童の興味・関心(6 項目)，製作(9 項目)，作品
の扱い方(4 項目)，児童の人的環境への関わり(3 項目)，物的環境(4 項目)，保護者の児童への関わ






第 1 学年から第 3 学年の平均値は，4 から 4.4
の間を推移しており，平均値は 4 以上であった
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1 学年から第 3 学年の平均値の差を検討するために，各学年の平均値を分散分析した。その結果，


































1 お子さんは，ものを作ることは好きですか？ 4.50 4.22 0.90 0.291  
2 お子さんは，幼い頃からたくさんものを 
作ってきましたか？  








4.33 3.53 0.96 0.011 
**
Ⅱ児童の興味・関心   
5 お子さんは，ものの仕組みを観察する事が 
よくありますか？  




3.83 3.24 0.99 0.122 
 
7 お子さんは，ものづくりの本をよく 3.33 2.89 1.16 0.258  











3.33 3.26 0.98 0.873 
 




































3.00 3.45 0.84 0.288 
 
Ⅳ作品の扱い方   
20 お子さんは，自分の作品を残しておこうと 
しますか？  












4.50 4.12 0.94 0.170 
 
Ⅴ児童の人的環境への関わり   
24 お子さんは，家族の人と一緒にものを作る 
ことがありますか？  




3.17 2.89 1.15 0.427 
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26 お子さんは，家族や友だちがものを 
作っているのを見たがりますか？  





























1 家にはものを作る材料は，ありますか？  3.83 3.50 0.96 0.459  
2 家にはものを作る道具は，ありますか？  4.00 3.52 0.95 0.138  
3 家にはものづくりの本は，ありますか?  3.83 2.50 1.28 0.020 **
4 お子さんとものづくりのイベントに参加する
ことはありますか？  
4.17 2.83 1.16 0.043 
**
Ⅱ保護者の児童への関わり   
5 お子さんがものを作っている時によく 
ほめますか？  









3.83 3.67 0.91 0.626 
 
8 お子さんの作品を家に飾りますか？  4.33 4.00 1.16 0.216  
Ⅲ保護者の作品評価   
9 お子さんの作品を見て，よくできていると 
思いますか？  
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